　　　　　　　　　　　

主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団

企画講師：川嵜　克哲 先生　（学習院大学文学部　教授）　

講座日程：全7回
	回
	開 催 日
	講   義   内   容（予定）
	講師（敬称略）

	１
	　5/ 8（火）
	箱庭の基礎理論＋さまざまな箱庭から読みの観点を学ぶ
	学習院大学教授

 川嵜　克哲　　

	２
	　5/15（火）
	箱庭療法（事例を通して学ぶ）
	

	３
	　5/22（火）
	風景構成法（実習：参加者が実際に描いてみる＋風景構成法の基礎理論）
	

	４
	　5/29（火）
	風景構成法（事例を通して学ぶ）
	

	５
	　6/ 5（火）
	夢分析（基礎理論と簡単な事例）
	

	６
	　6/12（火）
	夢分析（事例を通して学ぶ）
	

	７
	　6/19（火）
	夢、箱庭、風景構成法の総括（まとめ的観点と事例検討）
	


　持ち物：「16色クレヨン」あるいは「16色色鉛筆」をお持ちください（風景構成法実習で使用します）
講義時間：毎週火曜日、午後６時３０分～８時（90分）

受 講 料：１４，０００円（税込）
定    員：４5名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）

受講対象：心理・福祉・教育の現場に携わっている方、心理・福祉・教育専攻の大学院生、その他イメージの心理療法に興味のある方（クライエント的立場の方は除きます）
受講条件：担当講師に氏名・職種などの情報を開示すること
会　  場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ　03-3986-7021

　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分）

[image: image1]
こころの臨床・夜間講座　1
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イメージの心理療法


～夢分析・箱庭療法・風景構成法　入門～





箱庭療法は、1965年に河合隼雄先生がスイスより日本に導入して以来、広く臨床現場に浸透している心理療法の技法のひとつです。広く浸透したのは箱庭のもつすぐれた治療的有効性が臨床現場で認められていったことが大きな理由ですが、もうひとつの理由として河合先生が考えられていた戦略的な面もあったようです。すなわち、河合先生はスイスで主に夢分析の実践的トレーニング長年にわたって受けており、心理臨床の中核として夢を置いていました。ただ、帰国した状況では夢のことはなかなか受け入れられることがむずかしいと判断されて、その代わりに、視覚的に写真を提示することができ、そのシリーズを見ていくことで直観的、感覚的にイメージの治癒力を伝えやすい媒介として箱庭療法を広めていったという戦略的側面もあったわけです。さらには、この箱庭療法を精神病圏の方に適用できないかと試行錯誤を重ねていかれた中井久夫先生の治療実践のなかから、風景構成法という描画法が生まれてきます。


　このように、夢分析、箱庭療法、風景構成法は互いに密接な関連をもちながら、個々に固有の特徴をもち、広く臨床の現場でもちいられています。本ＷＳでは、イメージの心理療法の中核的な代表ともいえるこの３つの技法を学んでいきたいと思います。基本的な施行法から、その背景となっている理論、実際的にはどのようにもちいられ、またどのようにそこに現れてくるイメージを「読んで」治療的に活かしていくのかを検討していきたいと思っています。　　　　　　　


（学習院大学教授　川嵜　克哲）








